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〜人権について，考えてみましょう。〜
　【人権標語作品】
　本年度，町内の子どもたちの人権意識の高揚を図るため，各中学校の生徒から人権標語を募集い
たしました。
　住民すべての人の人権が尊重され，人と人がつながり共に生きる心豊かなまちづくりに努めましょ
う。

（最優秀賞）
　　第１学年の部　　大崎中学校　　濱脇亜沙美
　　　　　　　　　　『ほっとする　君の一言　勇気でる』
　　第２学年の部　　大崎第一中学校　　中津川大輝
　　　　　　　　　　『救いの手　その子の心は　待っている』
　　第３学年の部　　大崎第一中学校　　新村祐樹
　　　　　　　　　　『その言葉　重みを知って　使ってる？』
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